
カリキュラムポリシー（教育課程の編成・実施に関する方針） 

【2022年度以降入学生】 

 

聖マリア学院大学看護学部では、ディプロマ・ポリシーに沿ってカリキュラムを編成している。カトリックの愛の精神に基づく人

間の尊厳の尊重を基盤とした教育目標を中核に据え、看護専門職としてのコアコンピテンシーを段階的に学修し、人格

の成熟と看護実践者としての成熟を促し、地域におけるケアの文化の創造に寄与することが出来るケアリングの実践者の

育成を目指すカリキュラムを編成している。 

 

1.生命・健康基盤分野、基盤臨床・適応看護システム分野、グローバル・コミュニティ適応看護システム分野の 3分野か

らカリキュラムを構築している。 

 

2.生命・健康基盤分野では、本学の建学の精神であるキリスト教の人間観に基づく人間の尊厳を尊重したケアリングと

倫理的判断力を修得するための基礎的科目を配置するとともに、ヘルスケア領域における科学的思考と問題解決能

力を習得するためにデータヘルスサイエンス関連科目を配置している。 

 

3.基盤臨床・適応看護システム分野では、キリスト教的人間観を哲学的前提とするロイ適応看護モデルに基づき、看護 

の対象となる人々を全人的に捉え、統合に向けて適応を促進するための看護実践能力の強化を目指し、成人看護

学と老年看護学を統合しケア技術の向上を図るための科目を配置している。 

 

4.グローバル・コミュニティ適応看護システム分野では、生命・健康基盤分野、基盤臨床・適応システム分野での学修を

基盤とし、持続可能な共生社会の形成や地域の人々との、協働・連帯、多様な環境で生活する人々に対するケア

環境の構築を学ぶための科目を配置している。 

 

5.世界規模、特に開発途上国における保健医療福祉の現状や課題、取組みを学び、将来、国内外で活躍できる人

材の育成を目指して、国際看護コースとグローバルスタディーズコースを開講している。 

 

6.大学における学修への円滑な移行を促すため初年次教育に関する科目を配置し、主体的学修への転換を図り、4

年間にわたり自ら探求する姿勢を育成する。 

 

7.各科目の内容に応じた適正な評価方法をシラバス（授業計画）に明記し、「知識」、「技能」、「態度」、「創造的思

考力」など様々な視点から、学修成果の評価を行う。 
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カリキュラムポリシー（教育課程の編成・実施に関する方針） 

【2021年度以前入学生】 

 

 

  本学の教育理念、建学の精神、教育目標、学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）の実現を図るため、以下のと

おり教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）を定めます。 

 

－編成方法・教育内容－ 

 １．看護学を体系的に学ぶために、教育課程を「基礎」「実践」「発展」の３分野で編成します。 

 ２．基礎分野では、看護専門職者として人を支援する上で必要な、「生命を尊重できる豊かな人間性・倫理観」、

「科学的思考と問題解決能力」、「グローバル思考」の基礎を身につける教養科目及び「看護の基本的知識」に

関する科目を配置します。   

 ３．実践分野では、基礎分野での学びを基に、看護実践の場において、様々なライフサイクルにある人と家族に看護

を提供するために必要な看護実践能力を身につける科目を配置します。 

看護実践は、ケアリングを基本概念とする理論である「ロイ適応看護モデル」を基盤とします。合わせて、それぞれ

のライフサイクルと健康の段階に適した理論を用い教育します。 

４．発展分野では、基礎分野・実践分野での学びを基に、保健・医療・福祉の質の向上を目指し、時代と地域のニ

ーズに合わせて、看護専門職者が担うべき責務と役割を開拓できる素地を養います。 

また多様な価値をもつ人々を理解しようとするグローバルな視点を持ち、地域社会や国際社会に貢献できる能

力を養う科目を配置します。 

５．各学年に建学の精神「カトリックの愛の精神」に関する科目を配置し、学修到達度に応じた建学の精神の考察

ができる教育課程を編成します。 

６．更に学びを深めることを希望する学生には、保健師コース、国際看護コース、グローバルスタディーズコースを設定

します。 

 

 

－教育方法と評価方法－ 

７．大学における学修への円滑な移行を促すため初年次教育に関する科目を配置し、主体的学修への転換を図り、

自ら探究する姿勢を育成します。 

８．建学の精神である｢カトリックの愛の精神」に基づく基礎教育・看護知識と実践を融合した教育を行うことで、

人々に関心を寄せるケアリングの実践者としての姿勢を育成します。 

９．各科目のシラバス（授業計画）に時間外学修の内容を明記し、十分な学修時間の確保を促します。 

10．各科目の内容に応じた適正な評価方法をシラバス（授業計画）に明記し、「知識・理解」、「思考・判断力」、

「技能」、「関心・意欲・態度」など様々な視点から学修成果の評価を行います。 

 

 

 

 


